
ポ
ン
プ
交
換
な
ど
で
公
開
質
問
斌

孵
静
静
酌
住
民
ら
ホ
通
事
業
管
理
譜
に
提

・
出

蔚
営
水
へ
の
切
り
曽
え

方
針
に
反
対
し
、

開
浄
水

陽
の
存
続
と
球
的
、

宇
治

硝
出
係
争
中
の
開
地
騒
自

粕
連
合
会

（禅
老
鶴
信
会

長
〕
な
ど
３
自
治
会
社
昇

管
理
者
に

料
よ
質
問
題
」

「
ポ

ン
プ
交
換
」
の
２
項

毎

金

罷

轡

護

‐
裳

。
一　

　

憾

す代
裁
ら
が
１９日
、
宇
粕
付

一の
雲
田
静
児
・水
道
事
業

は
、

同
浄
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管
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画
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質
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云
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ま
で
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。
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